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と
 

六
H
二
十
一
 

日

（
日。
）
呈
《
 

・

（
、
 

黄
金
尉
咲
く
。
 

ー
 
八

時
二
十
分

に
、
三
E
生
活
 

ー
 ー
 

環
境
課
長
と
と
 

も
に
青
森
へ
。
 

最
初
に
県
計

画
課
で
山
田
都
計
課
長
ら
と
合

流
し
て
、
県
の
桜
田
課
長
等
に

公
園
整
備
と
駅
立
体
交
差
に

つ

い
て
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
つ

ぎ
に
道
路
維
持
課
に
岡
田
課
長

等
を
訪
ね
、
乾
橋
の
補
修
工
事

に
つ
い
て
市
民
の
要
望
に
こ
た

え
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
。
 

つ
い
で
会
議
中
の
寺
阪
土
木
部

長
と
各
課
長
に
、
乾
橋
の
補
修

問
題
を
契
機
に
国
道
と
地
方
道

等
を
含
め
た
総
合
的
な
路
政
上

の
懸
案
事
項
に

つ
い
て
早
急
に

メ
ド
を

つ
け
ら
れ
る
よ
う
要
望
 

し
た
。
 

つ
ぎ
に
、
国
体
局
長
室
に
急

い
だ
と
こ
ろ
、
清
藤
局
長
、
平

田
、
唐
牛
両
次
長
、
盛
施
設
課

長
等
関
係
者
と
県
柔
連
山
本
理

事
長
、
斉
藤
市
柔
道
協
会
長
、
 

市
側
か
ら
飯
塚
助
役
、
小
山
教

育
長
ほ
か
三
名
が
既
に
打
合
せ

陳
情
中
で
あ
っ
た
。
 

私
か
ら
は
、
四
十
七
年
五
月

県
国
体
誘
致
委
に
と
り
あ
え
ず

五

一
中
で
、
た
だ
し
、
体
育
館

を
建
設
し

て
主
会
場
と
す
る
こ

と
を
、
ま
た
八
月
地
方
課
に
も

同
様
文
書
で
回
答
し
て
あ
り
、
 

四
十
八
年

一
月
に
は
、
県
岡
本

保
健
体
育
課
長
と
国
庫
補
助
金
 
 

の
年
次
区
分
等
に

つ
い
て
打
合

せ
し
て
お
り
、
爾
後
要
望
を
続

け
て
き
た
が
、
特
に
五
十
年
七

月
と
八
月
に
か
け
て
は
三
回
に

わ
た
り
秋
田
、
櫛
引
両
県
議
、
 

増
田
体
協
、
斉
藤
柔
道
、
丸
海

老
ソ
フ
ト
の
各
会
長
、
市
か
ら

は
私
、
助
役
、
教
育
長
、
関
係

課
長
等
が
県
に
出
向
き
、
知
事

は
じ
め
関
係
部
局
に
対
し
市
民

体
育
館
を
は
じ
め
と
し
て
国
体

に
関
す
る
十
項
目
に

つ
い
て
要

望
書
を
提
出
し
、
な
か
ん
ず
く

補
助
金
の
獲
得
、
振
興
資
金
の

配
分
に

つ
い
て
は
強
く
懇
請
し

た
。
幸
い
五
十
年
に
は
新
年
度

の
県
の
重
点
事
業
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
の
で
、
国
に
対
す

る
陳
情
を
重
ね
そ
の
結
果
、
国

の
補
助
金
が
確
実
視
さ
れ
た
の

で
市
の
新
年
度
予
算
に
計
上
議

決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
、
あ
す
な
ろ
国
体
成
功

の
た
め
に
特
段
の
御
配
慮
を
懇

請
し
た
。
終
っ
て
泉
田
保
健
体

育
課
長
に
も
同
様
お
願

い
を
し
、
 

社
会
教
育
課
を
経
て
佐
々
木
環

境
衛
生
課
長
と
北
部
衛
生
セ
ン

タ
ー
問
題
に

つ
い
て
懇
談
し
、
 

地
方
課
で
は
太
田
班
長
に
体
育

館
の
財
源
に

つ
い
て
要
望
。
土

地
改
良
須
田
第
一
課
長
、
同
中

林
第
二
課
長
に
問
題
の
農
道
に

対
す
る
県
費
補
助
の
早
期
解
決

に
つ
い
て
要
請
。
最
後
に
知
事

に
お
あ
い
し
て
先
日
の
御
見
舞

を
謝
し
、
今
日
の
陳
情
の
経
過

を
報
告
し
ご
高
配
を
お
願
い
中

し
上
げ
た
。
 

l市 
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高等学校柔道大会 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
引
き

つ
づ
き
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

と
し
て
柔
道
大
会
が
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
 

期
日
は
九
月
二
十
五
、
六
日

の
二
日
間
で
場
所
は
五
一
中
体

育
館
、
各
県
三
チ
ー
ム
ー
チ
ー
 

ム
五
名
の
団
体
戦
と
個
人
戦
で

覇
を
競
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
 

肉
弾
相
打
ち
壮
烈
な
試
合
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
「
 

選
手
は
体
重
に
よ
っ
て
三
階

級
に
わ
か
れ
参
加
す
る
。
 

イ
、
軽
量
級
六
〇
矯
以
下
二
名

ロ
、
中
量
級
六
〇
蛇
以
上
七
〇

嘱
以
下
二
名
 

ハ
、
重
量
級
七
〇
尾
以
上
二
名

監
督
一
名
の
七
人
編
成
 

尚
個
人
と
団
体
戦
は
兼
ね
て

も
よ
い
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
 

大
半

は
個
人
戦
に
も
参
加
す
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
 

是
非
観
戦
し

て
も
ら
い
た
い
。
 

市
有
地
に
独
立
し
た
図
書
館
を

建
て
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
o
 

市
で
は
、
今
年
も
七
月
一
日

か
ら
七
月
二
十
七
日
ま
で
の

ー
 

カ
月
間
、
環
境
整
備
運
動
を

展

開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
は
、
新
市
域
の
巾

員
三
H
以
内
の
狭
い
あ
な
市
道

を
重
点
に
敷
砂
利
補
修
を
実
施

し
、
あ
わ
せ
て
側
溝
の
清
掃
と

不
法
投
棄
物
の
整
理
及
び
消
毒

剤
の
散
布
等
を
行
な
う
も
の
で

昨
年
同
様
、
地
域
の
方
の
自
主

的
参
加
に
よ
る
奉
仕
活
動
が
主

体
と
な
り
、
こ
れ
に
市
が
機
動
 
 

力
を
駆
使
し
て
支
援
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

各
地
区
の
日
程
及
び
作
業
内

容
に

つ
い
て
は
、
支
所
を
通
じ

て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
 

毘
沙
門
地
区

（七
月
一
日
）
 

松
島
地
区

（
二
日
、
五
日
）
中

川
地
区

（
六
日
、
七
日
）
三
好

地
区
（
十
日
、
十
二
日
）
飯
詰

地
区

（
十
三
日
）
栄
地
区

（
十

四
日
、
十
七
日
）
梅
沢
地
区

（
 

十
九
日
、
二
十
日
）
長
橋
地
区
 

（
二
十
一
日
、
二
十
二
日
、
一
一
 

四
十
八
年
か
ら
毎
年
実
施
し

て
い
る
平
和
町

（
野
呂甚
助
会

長
）
の
 
「お
は
よ
う
マ
ラ
ソ
ン
 

」
が
今
年
も
六
月
十
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。
 

初
日
の
こ
の
日
は
、
平
和
町

を
始
め
附
近
の
町
内
か
ら
約
一

〇
〇
人
が
会
場
の
南
小
校
庭
に

集
ま
り
、
午
前
六
時
花
火
を
合

図
に

一
斉
に
今
年
度
の
ス
タ

ー
 

ト
を
き
っ
た
。

一
周
二
〇
〇
冒

の
校
庭
を
五
周
す
る
こ
の
マ
ーフ

ソ
ン
に
は
、
お
母
さ
ん
に
手
を

ひ
か
れ
た
幼
児
や
、
七
五
才
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
が
参
加
し

さ
わ
や
か
な
朝
の
空
気
を
い
っ

ぱ
い
吸
い
な
が
ら
、
マ
イ
ぺ

ー
 

十
三
日
）
七
和
地
区

（
二十
六

日
、
二
十
七
日
）
 

水
道
本
管
清
掃

に
つ
い
て
 

水
道
課
で
は
、
次
の
日
程
に

よ
り
本
管
の
清
掃
を

し
ま
す
。
 

場
所
に
よ
っ
て
は
「
に
ご
り
水
 

」
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が

し
ば
ら
く
で
清
浄
な
水
に
復
し

ま
す
の
で
ご
協
力
下
さ
る
よ
う

お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

日
時
、
七
月
八
日
ー
九
日
、
 

（
時間
は
い
ず
れ
も
午
後
十

一

時
か
ら
翌
朝
二
時
ま
で
で
す
）
 
 

ス
で
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
走

る
姿
も
見
ら
れ
た
。
 

こ
の
 
「お
は
よ
う
マ
ラ
ソ
ン
 

」
は
、
平
和
町
町
内
会
が
、
体

力
づ
く
り
と
親
睦
を
深
め
よ
う

と
四
十
八
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
 

毎
年
、
時
の
記
念
日
（
六
月
十

日
）
か
ら
体
育
の
日
（
十
月
十

日
）
ま
で
、
雨
の
日
を
除
き
毎

日
ー
キ
ロ
H
を
走
り
続
け
、

い

ま
ま
で
延
べ
三
一
三
キ
ロ
H
を

走
り
ぬ
け

て
お
り
、
今
年
も
十

月
十
日
の
ゴ
ー
ル
ま
で
全
員
完

走
を
目
ぎ
し

て
い
る
も
の
で
、
 

平
和
町
以
外
の
方
で
も
、
ど
な

た
で
も
気
軽
に
参
加
さ
れ
る
よ

う
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。
 

市
内
、
金
山
出
身
で
、
東
京

都
世
田
谷
区
の
高
橋
昭
夫
さ
ん
 

（
四八
）
は
、
五
月
五
日
市
役

所
を
訪
れ
、
 一
億
五
千
万
円
の

寄
付
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
 

高
橋
さ
ん
は
、
十
七
才
の
と

き
単
身
上
京
し
職
業
を
転
々
と

変
え
な
が
ら
今
日
の
地
位
を
築

き
、
現
在
は
東
京
ビ
ル
デ
イ
ン

グ
社
長
の
ほ
か
、
関
連
会
社
六

社
を
経
営
し
て
い
る
実
業
家
で

あ
り
、
業
績
も
順
調
に
の
び
て
 

おはようマラソン開幕 

、、ゆっくりでも走りぬこうノノ

時の記念日から体育の日まで 

環
境
整
備
運
動
始
ま
る
 

」
三
七
月
一

日
か
ら

一
力

月
間

H
H一
 

国
体

を
 
世
紀

の
花

に
 

五
所
川
原
 

い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
ほ
ど
会
社
創
立
一

十
周
年
を
記
念
し
て
 

「世
話
に
な
っ
た
市

民
の
皆
さ
ん
に
恩
返

し
し
た
い
の
で
何
か

役
立

つ
施
設
を
」
と

こ
の
日
の
申
し
入
れ

に
な
っ
た
も
の
で
、
 

市
で
は
、
そ
の
好
意

を
よ
ろ
こ
ん
で
お
受

け
し
、
市
役
所
隣
の
 

市
立
図
書

館
建
設
費

に
 

一
億
五
千
万
円
の
寄
付
申
し
出
 

金
山

出
身

の
高
橋

さ
ん
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果
樹
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査
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七
月
一
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に
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力ワラヒワ 
（アトリ科） 

暑
中
見
舞
は
が
き

き
ょ
う
ら
発
売
 

思
い
が
け
な
い
知
人
や
友
達

か
ら
、
四
季
お
り
お
り
の
た
よ

り
を
受
け
取
る
こ
と
は
、
大
変

う
れ
し

い
も
の
で
す
。
 

今
年
の
夏
は
、
涼
し
い
話
題

や
近
況
を

一
筆
つ
け
加
え
て
、
 

暑
中
見
舞
を
差
し
出
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

な
お
、
郵
便
局
で
は
、
今
年
 、

 

今
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
「
 

キ
リ
、
キ
リ
、
キ
リ
、

コ
ロ
、
 

コ
ロ
、
キ
リ
、
キ
リ
、
キ
リ
」
 

と
鈴
を
転
が
し
た
よ
う
な
美
し

い
声
で
晴
き
な
が
ら
飛
ん
で
い

る
小
鳥
が
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
（
川
原

鵬
）
で
す
。
 

先
年
、
お
祭
広
場
の
ク
ロ

マ

ツ
の
枝
に
巣
を

つ
く
り
雛
を
か

（
③
  

え
し
て
い
る
の
を
観
察
し
ま
し

た
が
、
え
さ
を
与
え
る
の
は
メ
 
 も

暑
中
見
舞
は
が

き
を
七
月
一

日
か
ら
発
売
し
て
お
り
ま
t
 

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
 

お
年
玉
賞
品
の
 

交
換
は
7
月
1
9日
 

ま
で
で
す
 

お
年
玉

つ
き
年
賀
は
が
き
の

当
選
番
号
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
ど
う
ぞ
お
早
目
に
お
取
り

換
え
願

い
ま
す
。
 

市
内
の
野
草
 

野

鳥
散
歩
 

ス
だ
け
で
、
ォ
ス
は
メ
ス
に
渡

す
の
を
専
門
と
し

て
い
ま
し
た
。
 

飛
べ
る
よ
う
に
な
る
と
巣
立
ち

し
た
ば
か
り
の
雛
を
含
む
小
群

を

つ
く
り
、
暮
ら
し
ま
す
。
 

木
や
草

の
実
を
好
ん
で
つ
い

ば
む
の
で
、
津
軽
で
は
オ
ダ
ネ

ヒ
ワ
と
俗
称
し
て
い
ま
す
。
 

声
ば
か
り
で
な
く
、
羽
の
黄

色
が
印
象
的
で
姿
美
し

い
、
五

所
川
原
を
代
表
す
る
鳥
で
す
。
 

最
近
の
果
樹
農
業
を
と
り
ま

く
経
営
条
件
は
激
し
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
生
産
加
工

や
防
除
体
制
、
貯
蔵
出
荷
設
備

な
ど
現
状
の
実
態
を
正
し
く
は

握
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

こ
の
た
め
本
年
七
月
一
日
に

は
、
全
国
い
っ

せ
い
に
果
樹
基

本
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
果
樹
に
関
す

る
国
勢
調
査
と
も
い
う
べ
き
最

も
基
本
的
で
総
合
的
な
統
計
調

査
で
あ
り
、
昭
和
三
十
八
年
一
 
 

月
に
第

一
回
目
の
調
査
が
行
わ

れ
て
以
来
、
今
回
は
二
回
目
の

調
査
に
な
り
ま
す
。
 

▲
調
査
対
象
果
樹
 

り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
な
し
、
 

も
も
、
さ
く
ら
ん
ぼ
な
ど
の
永

年
性
作
物
で
、
そ
の
果
実
が
食

用
に
供
さ
れ
る
も
の
。
 

▲
主
な
調
査
事
項
 

世
帯
員
数
、
農
業
就
業
日
数

経
営
耕
地
面
積
、
果
樹
栽
培
面

積
、
植
栽
本
数
、
高

つ
ぎ
状
況

果
樹
園
立
地
条
件
、
生
産
施
設
 

七
月
一
日
か
ら

ー
カ
月
間
「
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が

全
国
的
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

第
二
六

回
目
を
迎
え
る
今
年
の

重
点
目
標
は
“
青
少
年
の
非
行

防
止
活
動
〈
の
推
進
で
す
。
 

最
近
の
青
少
年
の
非
行
は
、
 

低
年
令
化
を
中
心
に
、
世
相
を

反
映
し
た
遊
び
型
非
行
が
増
加

し
て
お
り
、
楽
観
を
許
さ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

今
回
の
運
動
は
、
こ
う
し
た

状
況
を
ふ
ま
え
、
五
所
川
原
地

区
保
護
司
会
、
更
生
保
護
婦
人
 

整
備
の
状
況
、
果
樹
種
類
別
の

出
荷
状
況
な
ど
。
 

こ
の
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
統
計
調
査
員
が
、
七
月

一
日
か
ら
十
日
頃
ま
で
対
象
農

家
を
訪
間
し
、
調
査
票
に
も
と

づ
い
て
い
ろ
い
ろ
質
問
を
し
ま

す
の
で
、

こ
の
調
査
の
趣
旨
を

十
分
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

生
活
環
境
 

バ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

、
ー
 
 

ー
ー

1
1

、
 

会
、
B
B
s
会
、
関
係
団
体
及

び
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
を

得
て
、
暴
力
と
犯
罪
と
青
少
年

の
非
行
が
起
ら
な
い
よ
う
、
お

互
に
協
力
し
あ
っ
て
、
明
る
い

社
会
の
建
設
を
め
ぎ
す
も
の
で

あ
り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
「
非
行

防
止
座
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
多
数
ご
参
加
下
さ
る
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

▲
日
時
 
七
月
十
五
日
午
後
一
 

時
よ
り
 

▲
場
所
 
松
島
団
地
集
会
所

五
所
川
原
地
区
保
護
司
会
 

ー

野
鳥
、

野
草
ー
 

観

察
会

ー
 

▲
日
時
…
野
鳥
観
察
、
七
月
六

日
五
時
三
十
分
か
ら

一
時
間
、
 

野
草
観
察
、
七
月
十
六
日
十

七
時
か
ら

一
時
間
 

日
時
以
外
は
、
野
鳥
観
察
、
 

野
草
観
察
と
も
同
じ
 

▲
集
合
：
一
元
町八
幡
宮
に
時
間

ま
で
集
合
の
こ
と
 

▲
コ

ー
ス
…
八
幡
宮
ー
土
手
ー
 

川
原
ー
土
手
ー
八
幡
宮
 

▲
準
備
…
メ
モ
帳
 

▲
備
行
・
；
雨天
中
止
、
 一
般
市

民
小
中
学
生
の
参
加
歓
迎

▲
主
催
…
津
軽
植
物
の
会
、
市

教
育
研
究
会
自
然
教
育
部
会
 

郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ
 

（第 3 種郵便物認可） 
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市政ダイヤル 

市政についての 

行事や予定は 

公⑤ 4321 

こ
の
ほ
ど
、
民
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
 

六
月
十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
婚
姻

の
と
き
氏
を
改
め
た
人
は
、
離

婚
を
し
て
も
離
婚
後
三
カ
月
以

内
に
戸
籍
法
の
定
め
る
届
出
を

す
れ
ば
、
婚
姻
中
に
称
し
て
い

た
氏
を
称
す
る
こ
と
が
 

ま
た
、
こ
の
法
律
施
行
前
三

カ
月
以
内
（
本
年
三
月
十
五
日

以
降
）
に
離
婚
し
た
人
で
既
に

婚
姻
前
の
氏
に
も
ど
っ
て
い
る

人
も
、
本
年
九
月
十
五
日
ま
で
 

に
届
出
を
す
れ
ば
、
婚
姻
中
に

称
し
て
い
た
氏
を
再
び
称
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

く
わ
し

い
こ
と
は
、
市
役
所

窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
又
は
各
支
所

戸
籍
係
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
 

名
木
、
古
木
、
 

観
賞
木
等
の
 

保
存
に
つ
い
て
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年

四
月
一
日
に
、
市
内
に
あ
る
名

木
、
古
木
等
の
保
存
に
関
す
る

要
綱
を
制
定
し
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
の
所
有
に
な
ら
れ

て
い
る
樹
木
で
名
木
、
古
木
、
 

観
賞
木
と
し
て
保
存
を
希
望
さ

れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

郷
土
館
（
電
話
五
ー
二
一

一
一

番
、
内
線
二
五
〇
番
）

へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ

い
。
 

直
ち
に
参
上
し
調
査
の
上
必

要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。
 

ク離
婚
後
も
婚

姻
中

の
氏

（
姓
）
を

名
の

る
こ

と
が

で
き

ま
す
）
 

表
 

程
 

日
 

	

V 	者の巡回診査一―\ 

	

＼ 	 と更生相談 	、 

地区名 月日 場 	所 時 間 

ノ」、 	曲 7月12日 小 曲 集 会 所 前 9.30 - 	9.50 
田 川 奈 良 商 店 前 10.00 -10.20 
高 瀬 高 瀬 集 会 所 前 10.30 -10.50 
福 井 ク 小笠原清衛宅前 11.00 -11.20 
鶴ケ岡 ク 市農協三好支所前 11.30 -12.00 
上藻川 ク 川 浪 民 也 宅 前 13.20 -13.40 
下藻川 ク 大 川 商 店 前 13.50 -14.30 

三ッ谷 7月13日 作
会

ち
屯

1
1
1
1勝

前
前
 
前

前
前
前

本
測
や
防

戸
西

田

宅
所

ク
所
宅
宅
宅

甚
集
 
正

収
重

坂
猫
姥

消
一
葛

秋
  

9.30 - 9.50 
猫 測 ク 10.00 -10.20 
姥やち 

ク 
ク 10.30 -10.50 

稲 実 
広 田 

ク 

ク 

11.00 -11.20 
11.30 -11.50 

七ッ舘 ク 13.10 -13.30 
浅 井 ク 13.40 -14.00 

本
笠

野
 

岡
柳
柳
尾

田
田
泉
 

石
，
唐
水

梅
梅
中
  

7月14日 佐々木自転車店前 9.30 - 9.50 
タ 寺 田 文 雄 宅 前 10.00 -10.10 
ク 小山 内光春宅前 10.20 -10 一 40 
ク 

ク 

水野尾集会所前 
成田喜代恵商店前 

10.50 -11.20 
13.00 -13.20 

り 梅 沢 支 所 前 13.30 -13.50 
ク 中 泉 集 会 所 前 14.00 -14.20 

漆 IIロ 7月15日 関 原 商 店 前 9.30 - 9.50 
吹 畑 ク 松 島 支 所 前 10.00 -10.20 
米 田 ク 佐 藤 甚 作 宅 前 10.30 -10.50 
悪 p ク 高橋亀太郎宅前 11.00 -11.20 
宮 田 ク 渋 谷 六 郎 宅 前 11.30 -11.50 
川代田 ク 外崎嘉四太郎宅前 13.20 -13.30 
金 山 ク 金 山 児 童 館 前 13.40 -14.00 

十 川 7月16日 吉 村 商 店 前 9.30 - 9.50 
尻 無 ク 松島第一農協支所前 10.00 -10.20 
桃 崎 ク 葛西勘九郎宅前 10.30 -10.50 
太刀打 ク 山 形善太郎宅前 11.00 -11.20 
石 畑 ク 小 田 桐 商 店 前 11.30 -11.50 
一野坪 予 ：浦クリーニング店前 13.10 -13.30 

「ャ 	村 ク 小野千代造宅前 13.40 -13.50 
前やち ク 小 野 清 美 宅 前 14.00 -14.20 

馬 性 ク 対 馬 堅 	宅 前 14.30 -14.50 

昭和51年（1976年）7月 1日（379号） 	④ 広報ごしょがわら （第3種郵便物認可） 
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老
人
医

療
費
受
給

者
へ
 

老
人
医
療
費
受
給
者
証
は
、
 

毎
年
七
月
一
日
で
更
新
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

も
し
、
更
新
し
な
い
で
病
院

な
ど
で
診
療
を
受
け
た
場
合
自

己
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
ま
だ
更
新
さ
れ
て

い
な
い
方
は
至
急
市
役
所
健
康

年
金
課
に
お

い
で
の
上
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ

い
。
 

結
核
検
診
と
 

血
圧
測
定
 

近
年
結
核
患
者
の
死
亡
率
が

減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
相
反
し
て
患
者
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
た
周
知

と
思
い
ま
す
。
 

結
核
検
診

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
）
は
着
物
を
き
た
ま
ま
で
受

診
で
き
ま
す
し
、
時
間
は
三
十

秒
で
お
わ
り
ま
す
。
同
時
に
血

圧
測
定
も
行
い
ま
す
。
 

受
診
票
は
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
に
発
行
し
て
し

お
り
ま
す
が
国
保
以
外
の
方
で

も
受
診
で
き
ま
す
。
 

安
全
は
 

つ
ぎ

の
青

ま
で
 
上
ゴ
「
ノ
，
《
】

j
 

み
君r
 《
，
k
・
‘1ノ、
．
‘
 

△
と
き
 
七
月
＋
ロ
（
土
）
 

午
後
二
時
か
ら
 

△
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

△
参
加
対
象
 
個
人
参
加
は

小
学
四
年
以
上
と
す
る
。
グ
ル
 

ー
プ
参
加
（
家
族
を
含
む
）
も

原
則
と
し
て
小
学
四
年
以
上
と

し
、
必
ず
大
人
の
リ
ー
ダ
ー
が

い
る
こ
と
。
 

△
講
師
 
県
オ
リ
エ
ー
テ
ー
 

リ
ン
グ
協
会
会
員
の
予
定
 

△
指
導
内
容
 
講
義
 
地

図
の
見
方
、
磁
石
の
使
い
方
。
 

実
技
 
器
具

を
使
い
指
示
さ
 
 

れ
た
地
点

（
ポイ
ン
ト
）
を
発

見
し
、
で
き
る
だ
け
短
時
間
で

ゴ
ー
ル
す
る
（
実
技
コ

ー
ス
は

岩
木
川
原
周
辺
を
予
定
）
 

△
服
装
と
準
備
用
品
 
軽

い

服
装
で
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
メ
モ

帳
を
持
参
の
こ
と
。
 

△
申
し
込
み
 
七
月
八
日
（
 

木
）
正
午
ま
で
市
教
育
委
員
会
、
 

太
陽
と
雪
の
課
（
電
話
四
局
三

一
九
二
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
先
着
八
十
名
で
締
切
り
ま

す
。
 

△
主
催
 
市
教
育
委
員
会
 

例
年
実
施
し
て
い
る
身
体
障

害
者
の
巡
回
診
査
を
、
次
の
日

程
で
お
こ
な
い
ま
す
の
で
対
象

者
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

△
実
施
日
程
 

受
付
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前

九
時
ー
正
午
ま
で
で
す
。
 

眼
 
科

…
七
月
二
日
（
市
福

祉
会
館
）
 

内
 
科

i
七
月
十
五
日
（
五
 

所
川
原
保
健
所
）
 

整
形
外
科

i
七
月
二
十
日
（
市
 

福
祉
会
館
）
 

な
お
、
手
帳
交
付
後
あ
る

い

は
前
回
の
診
査
後
に
障
害
に
変

化
が
認
め
ら
れ
な
い
方
と
、
脳

卒
中
後
一
年
半
程
度
よ
り
経
過

し
て
い
な
い
方
は
除
き
ま
す
。
 

一
餌
民
ポ
ゆ
工
ン
乞
わ
質
ン
鷲
勲
」
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